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アルウィンへお越しの皆さん、お久しぶりです！ 

 

千葉で全国社会人大会を勝ち抜き、鳥取で地域決勝

予選ラウンドを勝ち抜き、ついにこの決勝ラウンド・松

本の舞台に帰ってきました！リーグ戦で優勝を逃して

からは、何とかこの決勝ラウンドで松本に帰ってこよう

というのが合言葉になっていたので、まずはこのアル

ウィンでまた皆さんと共に戦えるということを嬉しく思い

ます。  

という訳で、決勝ラウンド開幕戦、ツエーゲン金沢戦を

迎えました。同じ北信越リーグに属する金沢とは、今

シーズンは２勝２敗と全くの互角。山雅サポーターの皆

さんなら、彼らの手強さは十分に知っていると思います

し、初戦から激しい戦いが予想されます。 

 

しかし、我々にはこの決戦を地元アルウィンで戦えると

いうアドバンテージがあります。地元で試合ができると

いうことは、多くのサポーターが参戦することができ、皆

が作り出すホームの雰囲気でスタジアムを満たし、戦う

ことができるということです。  

 

今年の初め、僕らは、このアルウィンで地域決勝の決

勝ラウンドが行われるということを聞いたときから、その

時に何をすれば山雅を少しでも昇格に近付けられるの

か、ということを考えました。 

そして、辿り着いた答えが、「日本一拍手に満た

されたスタジアムへ」という目標でした。 

拍手は最も基本的な、誰もが参加出来る応援であり、

スタジアム全体から選手たちに勇気を与える強力な武

器です。それがスタジアム全体に根付いた時、初めて

決勝ラウンドの舞台は「中立地・アルウィン」でなく

「ホーム・アルウィン」になると考えたのです。 

アルウィンをより盛り上げるために。  

そして、もっとサポーターがチームの力になるために。  

僕たち山雅サポーター全員の手で、「日本一の拍手」を作り出しませんか。  

 

拍手の３か条  

 

１ 良いプレーや気持ちが伝わるプレーには拍手を送ろう！  

２ 選手がピッチに現れた時や、挨拶に来た時は立ち上がって拍手を送ろう！  

３ 得点が欲しい時など、ここぞという時はみんなで応援に手拍子を合わせよう！  

 

特に拍手を意識するのは、以上の３つのタイミングです。  

メイン、バック、ゴール裏。スタジアム全体からの大きな拍手は、きっとこれまで以

上のホームの雰囲気を作り出すでしょう。 その実現のために、あなたも「拍手」に

参加してみませんか。  

 

サポーターみんなの手で、日本一拍手に満たされたスタジアムへ。  

ぜひ、皆さんのご協力をお願い致します！  

「 ア ル ウ ィ ン を 僕 ら の ホ ー ム に ！ 」 

「日本一拍手に満たされたスタジアムへ」  

お陰さまで、今ではゴール裏に限らず、メインやバックの皆さんから

もご協力をいただき、これまで以上に強力なホームの雰囲気を作り

出せていると思っています。  

 

そして迎えた決勝ラウンド。 

舞台は整いました。 

 

今こそ今年の集大成として、みんなで作り上げてきた「日本一の拍

手」を実現させる時です。会場はかなり冷え込みますし、手袋を付け

て観戦したいという方もいらっしゃるかもしれません。勿論、絶対に

強制はしませんが、ご協力いただける方は手袋を脱いで、ご自分の

手で最高の拍手を選手たちに送って欲しいと思います。地域決勝は

熾烈な戦いですが、その少しのきっかけが、勝ち抜くためのほんの

少しの差になるのかもしれません。だからこそ、出来ることは何でも

やりたいと思っています。  

皆さんの拍手は、このアルウィン一杯に拡がり、ホームの雰囲気を

作り出すはずです。そして、僕らの選手たちは、絶対にその熱に応

えてくれると信じています。今こそ皆で戦い、皆の力でJFLへ行きま

しょう！応援、よろしくお願いします！   
     【 written by ようへい 】 


